
 

ゴールデンスポーツイヤーズを契機とした大阪ツーリズムの促進案 

~「ついで観光」による継続的な大阪観光活性化~  

 

大阪経済大学 相原ゼミ Aチーム 

〇更谷悠太 池田敬志 谷口智仁 堤颯人 志摩孝信 

 

1. 研究の背景 

現在、来阪外国人数は 1,111 万人であり、増加率は年平均 24.0％で世界一位である。未

来に向けての東京 2020の影響もあり、日本に対するインバウンド効果に大いに期待ができ

るのが現状としてある。また、今後

も増え続けるとみられており、これ

からのオリンピック、パラリンピッ

ク、ＩＲ、大阪万博誘致に向け、さ

らなる来阪外国人数の増加に伴い

東京、大阪を中心に日本全体の盛り

上がりが予想される。大阪には観光

名所が多数あり、外国人の来客数も

年々増加している（図 1）。 

平成 29 年に大阪観光局が実施し

た「関西国際空港 外国人動向調査」 

によると、「大阪で体験したこと」

という質問に対し、買い物 43％、食事 43％、何もしていない 25%、バー＆ パブ 15%とい

う結果になった。何もしていない来阪外国人が（25％）4分の 1もいる現状を改善すること

により、大阪のさらなる発展が期待できる（図 2）。 
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出典：大阪観光局 関西国際空港 外国人動向調査

(2017) 

図 1 来阪外客数の推移 

出典：大阪観光局 関西国際空港（2017） 



 

図 1 外国人観光客における大阪での体験  出典：大阪観光局 関西国際空港（2017） 

2. 研究目的・方法 

研究目的は、現状を解決するために、情報提供とそれらの情報取得の場が必要になると考

える。その場としては東京オリンピックによって起こる「ついで観光」による大阪への観光

客の増加を目的とする。そのために、情報提供の方法としては既存の大阪周遊パスを利用す

ることで、オリンピック後も大阪観光を継続的に盛り上げる方策を提言としてまとめる。 

(1)研究方法 

ア． 文献調査 

イ． 定性調査(2018年 7月 18日) 半構造化によるインタビュー形式 

調査対象：大阪市観光局経営企画部ご担当者 

調査内容：大阪市観光事業の取り組み、課題、可能性など 

アとイによる調査を基にＳＷＯＴ分析を行い、提言としてまとめていく。 

 

３．研究結果・考察 

 （１）ＳＷＯＴ分析による研究結果（図 3） 
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図 2  SWOT分析 

大阪観光局担当者への定性調査から、大阪周遊パスは平成 28 年度のデータにおいて、1

日券が 54 万枚、2 日券が 68 万枚と計 122 万枚を売り上げており、大阪観光局の方へのイ

ンタビューによると、観光パスの中では世界でもトップクラスの売り上げであり、この大阪

周遊パスにはお得な割引や特典がついている。だから、サイト上での感想を見ている限り満

足度も高い。なぜこの大阪周遊パスが日本人だけでなく外国人の方からも人気なのか。それ

は先ほど挙げたように価格帯(¥2500-¥3300)と安価で、内容も充実しているからであり、来

阪外国人の 7～8割は個人客で観光する場所を大阪に来てから決める人が多く、その方たち

のニーズに合っているからである。 

(２)考察 

大阪観光局では以前からアプリの利用に目はつけていたが、多言語対応の問題や、来阪外

国人の方たちは自分の携帯で情報を調べられるため、わざわざアプリをダウンロードする

というところまでは至らず、試行したいくつかのアプリも失敗に終わっている。しかしアプ

リをダウンロードしてもらうことでリアルタイムの情報提供やサービスなどが行えること

や、来阪外国人の細かい情報も収集しやすくなるなどの利点があることから、どうにかアプ

リのダウンロード数を増やせないかと考え、大阪観光局の方と意見交換した結果、先ほど書

いたように世界でもトップレベルの売り上げを誇る周遊パスにアプリをダウンロードする

という一手間を入れることで解決できると考える。 

 

4. 提言 

上記の結果・考察から大阪周遊パスと連携することで、アプリのダウンロード数が上がる

ことが期待される。アプリに大阪市の様々な情報を入れることで、より多くの外国人観光客



に大阪の観光、スポーツ、グルメなどの魅力を簡単に認知してもらうことができる。大阪観

光局の調査では「何もしていない」という訪日外国人が 25％もいるという結果であった。

この部分にもアプリを広告としアプローチしていくことで訪日外国人が何かしらの体験、

行動をしている人が 100％に限りなく近づけられると考える。さらに今まではアウトドアな

どが人気であったが、大阪郊内でしか体験できないようなことを提供することで大阪独自

の新たな都市型アクティビティとして構築される。また、大阪観光局が管理することで、大

阪観光局のおすすめしたいエリア、観光スポットを訪日外国人へアピールすることができ

る。そのため私たちは大阪市に対し、周遊パスと連携をした観光アプリの作成を提言する。

（図 4） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

具体的な施策案 ＜アプリの概要＞ 

・利用者は使用する言語の選択を行う 

・ホーム画面には観光局がおすすめする観光スポットの情報や当日に行われるものやリア

ルタイムで行っているイベントの告知、おすすめ観光プランなどを掲載 

・カテゴリ別のページを用意（観光、宿泊、飲食店、スポーツ、その他） 

・さらに詳しく分類[観光（おすすめ、自然、人工物、劇場、その他）、宿泊（おすすめ、温

泉）、飲食物（おすすめ、ランチ、ディナー、スイーツ、アルコール、その他）、スポーツ

（観る、する、その他）] 

・おすすめのページでは現在地からの距離や評価などを参考にする 

・各ページでは価格帯で並び替えられるよう設定 

・利用者が気になった場所や店などの欄をクリックするとマップや関連情報が参照可 

・「スポーツ」の「観る」のページでは当日にセレッソ大阪やオリックスバファローズなど

の試合がある場合、現在の空席情報を確認できるようにし、その場で予約できるようにする

スポーツ 宿 泊 飲 食 観 光 

道頓堀でＳＵＰ 

図 4 アプリ再現図 
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（試合の日はホーム画面にも掲載） 

・簡単なミニゲームをつけ、待ち時間などに利用してもらう 

＜アプリによるメリット＞ 

・何もしていないと答えた 25％の方たちの様な人に情報を与えやすくなる 

・観光局が自らでおすすめを決められるため、推したいものを推せる 

・観光客の情報を取りやすい 

・観光客の動きを多少制限できる 

＜アプリ作成について＞ 

観光局と観光局につながりのあるアプリ開発会社に委託する。基本的な管理は大阪観光

局が行う。また飲食店や宿泊施設などについては、掲載許可のとれたところのみを掲載する。 
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